
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和４年１０月１８日（火）  ８：２５～８：３１ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：岸 田 文 雄 内閣総理大臣 

寺 田 稔 国務大臣（総務大臣） 

 梨 康 弘 国務大臣（法務大臣） 

林 芳 正 国務大臣（外務大臣） 

鈴 木 俊 一 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

永 岡 桂 子 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

野 村 哲 郎 国務大臣（農林水産大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

斉 藤 鉄 夫 国務大臣（国土交通大臣） 

西 村 明 宏 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

浜 田 靖 一 国務大臣（防衛大臣） 

松 野 博 一 国務大臣（内閣官房長官） 

河 野 太 郎 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

秋 葉 賢 也 国務大臣（復興大臣） 

谷 公 一 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

小 倉 將 信 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

山 際 大志郎 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

岡 田 直 樹 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：木 原 誠 二 内閣官房副長官 

磯 﨑 仁 彦 内閣官房副長官 

栗 生 俊 一 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件      ２件 

○国会提出案件    ５件 

○人事        １件 

いずれも、案件表のとおり、決定、了解となった。 
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議事内容： 

○松野国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 
まず、閣議案件について、磯﨑副長官から御説明申し上げます。 

○磯﨑内閣官房副長官：一般案件等について、申し上げます。まず、「外為法に基づく

北朝鮮の核関連計画等に関与する者に対する資産凍結等の措置」について、御了解

をお願いいたします。本件につきましては、後程、外務大臣から御発言があります。 
次に、信・解任状に認証を仰ぐことについて、御決定をお願いいたします。本件

は、「インド国」及び「ブータン国」駐箚特命全権大使の異動に伴い、交付すべき信

任状及び解任状であります。 
次に、質問主意書に対する答弁書５件について、お手元の資料のとおり、御決定

をお願いいたします。 
次に、人事案件について、申し上げます。山田博外１１２名の叙位又は叙勲につ

いて、御決定をお願いいたします。 
○松野国務大臣：次に、外務大臣から御発言がございます。 
○林国務大臣：現下の北朝鮮をめぐる情勢を踏まえ、我が国独自の対北朝鮮措置とし

て、「外国為替及び外国貿易法に基づく北朝鮮の核その他の大量破壊兵器及び弾道

ミサイル関連計画その他の北朝鮮に関連する国際連合安全保障理事会決議により

禁止された活動等に関与する者」として我が国が追加的に指定する団体に対する資

産凍結等の措置を講じることについて、御了解願います。度重なる北朝鮮の挑発行

動を受け、国際社会による北朝鮮に対する圧力を引き上げていく必要があります。

核、ミサイル、そして最重要課題である拉致問題といった諸懸案に関し、北朝鮮が

問題解決に向けた具体的行動をとるよう引き続き強く求めていきます。 
○松野国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 

引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
なお、海外出張された小倉大臣の帰朝報告は、お手元の資料のとおりです。 
御発言はございますか。 
無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和４年 

10月 18日 

◎ 一 般案 件

   ○ 外国為 替 及び 外 国貿 易 法に 基 づく 北 朝鮮 の 核そ の

他の大 量 破壊 兵 器及 び 弾道 ミ サイ ル 関連 計 画そ の

他の北 朝 鮮に 関 連す る 国際 連 合安 全 保障 理 事会 決

議によ り 禁止 さ れた 活 動等 に 関与 す る者 に 対す る

資産凍 結 等の 措 置に つ いて （ 了解 ）

 （ 外務 ・ 財務 ・ 経済 産 業省 ） 

   ☆ インド国及びブータン国駐箚特命全権大使鈴木  浩

に交付すべき信任状及び前任特命全権大使鈴木  哲

の解任 状 につ き 認証 を 仰ぐ こ とに つ いて （ 決定 ）

（ 外 務省 ） 

◎ 国会 提 出案 件

1.参 議 院議 員 小西 洋 之（ 立 憲） 提 出岸 田 内閣 の

臨 時 会召 集 が憲 法 第５ ３ 条に 違 反す る こと 等

に 関 する 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て

（ 決 定）           （内 閣 官房 ）

   ○ 1.参 議 院議 員 塩村 あ やか （ 立憲 ） 提出 Ａ Ｖ出 演

被 害 者支 援 団体 へ の中 傷 等に 関 する 質 問に 対

す る 答弁 書 につ い て（ 決 定） （ 内閣 府 本府 ）

1.参 議 院議 員 小西 洋 之（ 立 憲） 提 出国 葬 のル ー

ル の 策定 に つい て の岸 田 政権 の 見解 等 に関 す

る 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て （決 定 ）

 （ 同上 ）

1.衆 議 院議 員 末松 義 規（ 立 憲） 提 出防 衛 省及 び

自 衛 隊に 関 する 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て

（ 決 定）            （ 外 務省 ）

1.参 議 院議 員 塩村 あ やか （ 立憲 ） 提出 「 奄美 大

島 に おけ る 生態 系 保全 の ため の ノネ コ 管理 計

画 」 に関 す る質 問 に対 す る答 弁 書に つ いて

（ 決 定）            （ 環 境省 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
な し

資 料
あ り  

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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  ◎ 人  事 

☆ 元 判事 山 田 博 外１ １ ２名 の 叙位 又 は叙 勲 につ い 

て （決 定 ）

〔 ○ 署名 あ り ☆ 署名 な し〕

資 料
あ り
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